
◆第７６回卒業証書授与式 ◆第９６回選抜高等学校野球大会開幕
３月１日(金)に卒業式が ３月１８日から春の選

行われ、全校生徒・保護者 抜高校野球大会が開幕し
・職員・来賓あわせて約８ ました。本校硬式野球部
００名が臨席しました。 は、大会３日目の第３試
国歌、県民歌、校歌斉唱か 合、対戦相手は中央学院
ら始まり、生徒達の声が体 高校（千葉県）でした。
育館に響き渡りました。校 応援団は和歌山からだけ
長先生は式辞で「学び」に ではなく、関西・関東耐
ついて触れられ、『どんな 久会の方々も大勢参加
時も「学び」を続けてもら し、約３，０００人の大
いたい。「学び」は、どんな時代をも生き抜く力を私 応援団がアルプス席を埋め尽くしました。鮮やかな
たちに与えてくれるので、本校で身につけた「学び 「Ｔ」の人文字を描き、応援指導をしていただいた、
続ける習慣」を忘れずに、これから先も大切にして 近畿大学の応援団の
ほしい。と話されました。それから、続けて『本校 方々も駆けつけてい

創始者のお一人である ただき、大声援を送
濱口梧陵先生は、耐久 りました。試合は、
社創立時に、当時の生 １点を先取され、そ
徒に示された「学則」 のままの点差で終盤
の冒頭で「学問ノ要ハ まで持ち込みました
安民ニアリ、安民ノ本 が、最後に地力の差
ハ修身ニアリ」と語り が出てしまいまし
かけています。個が尊 た。結果、１対７で
重される世の中にあっ 負けてしまいましたが、選手はよく頑張ったと思い

ても、梧陵先生が、目指した「人のために」「社会の ます。地元の方やたくさんの卒業生の方々に喜んで
ために」の学問（学び）を忘れずに、自らの道を進 もらえて本当に良かったと思います。たくさんの応
んでもらいたい。』と卒業生に語りかけました。 援ありがとうございました。
式典に臨む卒業生と在校生の姿勢も素晴らしく、

厳粛な雰囲気のうちにも感動ある卒業式となりまし
た。

在校生送辞 卒業生答辞

◆防災スクール
３月１４日(木)、本校で1年生を対象に防災スクー

ルを行いました。
開講式では、学校長挨拶、湯浅・広川消防組合よ

り講話がありました。そのあと、下記５つのプログ
ラムを湯浅・広川消防組合指導の下、クラス単位で
各種目３０分間のローテーションで実施しました。
実技訓練終了後、閉講式にて湯浅・広川消防組合

の講評を受けました。

主なプログラム

・開講式
・実技訓練
１．ロープワーク
２．起震車による体験
３．救助袋による降下

訓練
４．AED心肺蘇生法
５．タンカでの搬送

・閉講式
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８日（月） 新任式・始業式、入学式

９日（火） １年統一テスト、２・３年宿題考査

対面式・アセンブリ・新入生歓迎クラブ紹介

１0日（水） １年統一テスト、２・３年宿題考査

身体測定

１１日（木） スタディサプリ到達度テスト（全学年）

１年初期指導

１５日（月） 一斉登校指導

１９日（金） クラブ初会合

２４日（水） 遠足

２５日（木） 地震津波避難訓練

行事予定




